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1.　はじめに

ファイバレーザは高いビーム品質と時間安定性，高信頼性，
高効率性などのレーザとしての理想的な性覗ょ
点までの直接のファイバニリバリーが可覗ですîﾐれらのすば
らしい童
いますî童1 kWょ
既存の炭酸ガスレーザや玄
料加工の分野で，急速に普及が進んでいますî
当社はファイバレーザの国内パイオニア企業として，特殊
ファイバ技術，光部品技術，励起用半逃
バ接続技術及びこれらょ
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新製品紹介　　加工用空冷 300 W、水冷 500 Wシングルモードファイバレーザと 2 kW マルチモードファイバレーザ

レーザよりも落ちますが，一方で出力が大きくなったため，高
反射材料への加工特性はさらに向上しています1）。
図9はステンレス（SUS304）、アルミニウム（A5052）、タフピッ
チ銅（C1100）に対して焦点距離f=200 mmの集光レンズで照射
した際の溶け込み特性です。
当社は現在このkWファイバレーザを板金切断，溶接加工等
の金属加工用途に販売を開始しております。 ）にーザり工曜ぬ " 孅咐 悂
と


